
申込・お問い合わせ●総合社会福祉研究所
TEL06-6779-4894　FAX06-6779-4895　　E-mail:mail@sosyaken.jp

 HPからもお申込できます！→http://www.sosyaken.jp/

参加費：4000円（昼食つき）　場所：西成プラザ　定員：25人

●歩いてみよう！──釜ヶ崎のまち地域見学　
　　　　　　　　案内：水野阿修羅さん（メンズサポートルーム大阪）

●釜ヶ崎を社会の１単位として考える
　　　　　　　　講師：生田武志さん（野宿者ネットワーク）

2016年2月16日（火）10時～16時（予定）

釜ヶ崎のまち短期留学
──社会問題として貧困を野宿をとらえる──

いっぽいっぽの挑戦

Ⅰ　沖縄における反貧困ソーシャルワーク運動の展開と視点（高木　博史）
Ⅱ　沖縄の貧困と向き合うソーシャルワーカー奮闘記（繁澤　多美）
　　（『福祉のひろば』2013 年 4月～2015 年 3月連載）
Ⅲ　いっぽいっぽと共に歩んで
　　　朝日健二／稲垣　暁／大井　琢／加藤彰彦
Ⅳ　「沖縄の貧困」を問い続ける新たな展開と課題（高木　博史）

1冊1200円
（税別）

沖縄ではじめて、地域に事務所を構えた独立型社会福祉事務
所「いっぽいっぽ」。その後約５年間にわたり、沖縄の貧困問
題とむきあってきた実践の軌跡がここに！

発行・注文先●(有)福祉のひろば
〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12

TEL・FAX06-6779-4955　　E-mail: hiroba@ sosyaken.jp

――沖縄の貧困・差別・平和と向き合うソーシャルワーク――

五感で感じ、学び、つなげる
──社会福祉施設ではたらく７人がであったハンセン病問題

本体650円（税・送料別）

オンラインでもご注文いただけます！➡http://www.sosyaken.jp/ hiroba/

発行・注文先●
(有)福祉のひろば

〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12
TEL・FAX 06-6779-4955
E-mail: hiroba@ sosyaken.jp

　社会福祉現場ではたらく７人が、岡山県にあるハン
セン病国立療養所、邑久光明園と長島愛生園を訪問し、
入所者さん、療養所ではたらくソーシャルワーカーさ
ん、そして療養所を退所して地域生活をされている方
に、お話をうかがいました。
　「ハンセン病」をほとんど知らなかった参加者が、見
て、聞いて、学び、感じたことを、一緒に追体験できる内
容になっています。



公的福祉と高齢期のゆたかな
暮らしを求め続けた� 廣

ひろすえ
末利
としや
弥さん

（2015年11月22日　69歳　旅立つ）
　総合社会福祉研究所常任理事、社会福祉法人七野会理事長、21世紀・老人福祉の向上をめざす施設
連絡会共同代表を担ってこられた廣末さんが、拡張性心筋症で69歳の幕を閉じられた。あまりにも急
な旅立ちでした。廣末さんの貫いてきた社会福祉への思いが、いつもまわりであふれています。



す。そして、内蒙古師範大学主催の中日社会福祉研究交流まで引きあがり、社会福祉専門職の
養成問題について廣末さんが講演することになりました。その大きな任務を終えられたあと、
大草原で過ごせることになり、人工衛星がいくつも見える満天の星空と大草原の旅が実現しま
した。そのときの一枚です。



　廣末さんが、この企画はぜったいに参加すると言われた「内モンゴル・フフホトの大草原と
満点の星、そして社会福祉交流の旅」。大草原で参加者一同、その喜びを表現しました（廣末
さんのお気に入りの写真です）。
　廣末さんも指導されたことがある、陳

ちんいんてい

引弟さん（右端）が、教員として働いている内蒙古師
範大学との社会福祉研究交流の話が本格的に進みだし、当初の満天の星空が徐々に遠ざかりま



　廣末さんのまわりは、いつもおだやかな、あた
たかな、そして、ユーモアたっぷりの語りで、和
みます。その話は、常に氏の生きざまが浮かびま
す。あなたの志を引き継ぐ人たちが多くいます
よ、廣末さん！� （写真・コメント　下野祇園）
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福島の復興、人間らしい
生活の復興を神話にさせない
　

福島原発避難者訴訟原告団団長　早
はやかわ

川　篤
とくお

雄さん 

二
〇
一
五
年
九
月
五
日
、
福
島
県
双ふ
た
ば葉
郡
楢な
ら
は
ま
ち

葉
町
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
一
か
月
後
の
帰
還
者

は
二
〇
三
世
帯
三
二
一
人
。
七
三
六
八
人
の
住
民
の
う
ち
、
約
四
％
で
す
。「
イ
ン
フ
ラ
は
い
っ
て
い
整
い
、

生
活
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
け
ど
、
帰
還
し
た
の
は
自
分
で
車
が
運
転
で
き
る
高
齢
者
世
帯
だ
け
。
若

者
や
子
ど
も
が
も
ど
ら
な
い
理
由
は
、
放
射
線
と
原
発
の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
が
原
因
で
す
。
三
〇
〜
四
〇

年
と
い
う
収
束
工
程
は
ま
っ
た
く
の
予
定
に
す
ぎ
ず
、
は
た
し
て
安
全
に
収
束
さ
れ
る
か
、
保
障
は
な
い
」
と

早
川
さ
ん
。

元
高
校
教
員
の
早
川
さ
ん
、
中
学
校
特
殊
学
級
（
現
特
別
支
援
学
級
）
の
経
験
も
あ
っ
た
妻
・
千
枝
子
さ
ん

が
退
職
し
た
二
〇
〇
四
年
か
ら
、
い
わ
き
市
の
社
会
福
祉
法
人
希
望
の
杜も
り

福
祉
会
の
支
援
で
、「
精
神
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

結ゆ

い
の
里
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
相
談
支
援
、
就
労
支
援
を
中
心
に
、
で
き

る
こ
と
は
な
ん
で
も
や
っ
た
」
と
早
川
さ
ん
。
障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
、
地
域
の
人
々
と

交
流
が
で
き
る
、
仲
間
と
と
も
に
は
た
ら
け
る
。
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
支
え
あ
う
こ
と
で
生
き
て
い

け
る
と
、
夢
と
や
り
が
い
を
も
っ
て
と
り
く
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

原
発
事
故
前
の
利
用
者
数
は
九
六
人
。
二
つ
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
つ
く
ろ
う
と
図
面
ま
で
用
意
し
て
い

た
の
に
、
原
発
事
故
で
立
ち
消
え
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
九
六
人
全
員
の
居
場
所
が

わ
か
っ
た
の
は
、
原
発
事
故
か
ら
一
か
月
も
後
の
こ
と
。
い
ま
は
、
い
わ
き
市
で
仮
設
で
の
支
援
を
し
な
が
ら
、

「
楢
葉
町
に
も
ど
り
た
い
」
と
ね
が
う
障
害
者
の
た
め
に
、
施
設
や
受
け
入
れ
体
制
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
後
、
六
〇
〇
年
来
鎮
座
し
て
き
た
御ご
ほ
ん
ぞ
ん

本
尊
な
ど
仏
像
は
、
ア
パ
ー
ト
の
押
し
入
れ
に
避
難
し
ま
し

た
。
お
寺
を
守
り
た
く
て
も
、こ
の
ま
ま
若
い
人
が
も
ど
ら
な
け
れ
ば
、檀だ
ん
か家

は
減
り
つ
づ
け
ま
す
。「
だ
か
ら
、
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はやかわ　とくお

1939年生まれ。元高校教諭で、福島県楢葉町に600年続く浄土宗
の寺、宝

ほうきょうじ

鏡寺第30代住職。1975年の第２原発の設置許可取り消し
訴訟の原告となり最高裁までたたかうなど、40年以上原発の危険
性を訴えてきた。避難指示解除と同時に帰還。福島原発避難者訴
訟原告団団長として、東京電力株式会社に謝罪と損害賠償をもと
めてたたかっている。

こ
の
先
お
寺
の
終
焉
を
見
と
ど
け
る
た
め
に
生
き
て
い
く
よ
う
な
も
ん
だ
わ
な
」
と
早
川
さ
ん
。「
寺
も
施
設

も
一
生
懸
命
や
っ
て
は
み
る
け
ど
、
３
・
11
ま
で
の
は
り
あ
い
や
生
き
が
い
、
夢
と
い
う
の
は
も
て
な
い
。
む

な
し
さ
だ
け
の
人
生
に
な
る
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
１
号
機
の
営
業
運
転
開
始
は
、
一
九
七
一
年
三
月
二
六
日
。
以
来
、
早
川
さ
ん
は
多
く
の
仲

間
と
と
も
に
四
〇
年
以
上
原
発
の
危
険
性
を
訴
え
つ
づ
け
、
東
電
や
国
の
ウ
ソ
や
事
故
隠
し
、〝
安
全
神
話
〟

と
た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で
の
住
民
の
指
摘
を
ま
じ
め
に
、
真
摯
に
受
け
止
め
て
そ
の
つ
ど
対
応

し
て
き
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
事
故
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
今
回
の
原
発
事
故
は
、
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た

事
故
だ
」
と
早
川
さ
ん
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
害
者
で
あ
る
東
電
と
国
は
、
一
方
的
に
賠
償
の
基
準
を
さ
だ
め
、
避
難
指
示
解
除
後

に
は
い
っ
さ
い
の
保
障
を
打
ち
き
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
責
任
を
認
め
、
心

か
ら
あ
や
ま
り
、
住
民
が
納
得
の
い
く
保
障
を
さ
せ
る
と
同
時
に
、
今
後
に
予
想
さ
れ
る
原
発
事
故
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題
を
み
す
え
、
そ
の
つ
ど
対
処
さ
せ
る
政
策
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
命
あ
る

か
ぎ
り
勝
つ
ま
で
た
た
か
う
と
い
う
決
意
で
す
」
と
早
川
さ
ん
。

「『
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
』
の
目
的
・
基
本
理
念
に
は
、『
安
心
し
て
暮
ら
し
、
子
ど
も
を
生
み
、
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
』『
住
民
一
人
一
人
が
災
害
を
乗
り
越
え
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
』
と
さ
だ
め
て
い
ま
す
。
現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
施
策
は
、
被
災
地
・
被
災
者
の
切

り
す
て
で
す
。
私
た
ち
が
た
た
か
わ
な
い
限
り
、
真
の
復
興
・
再
生
は
あ
り
え
な
い
。
一
つ
ひ
と
つ
追
求
し
、

復
興
神
話
に
な
る
こ
と
は
ぜ
っ
た
い
に
許
し
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

（
聞
き
手　

申　

佳
弥
）
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総
合
社
会
福
祉
研
究
所
で
は
、
昨
年
一
〇
月
三
一
日
に
「
動

き
出
し
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
制
度
開
始
後
の
実
態
と
課
題
を
、
現
場
報
告

か
ら
検
証
し
ま
し
た
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
労
働
政
策
の
後
退
に
よ
っ
て
不
安
定

雇
用
労
働
者
が
大
量
創
出
さ
れ
、
仕
事
と
住
居
を
失
っ
た
生
活

困
窮
者
が
大
量
に
増
え
た
結
果
、
稼
働
年
齢
層
の
生
活
保
護
利

用
者
が
増
加
し
ま
し
た
。
生
活
困
窮
者
や
社
会
的
に
孤
立
し
た

人
々
に
対
し
、
生
活
保
護
に
至
る
手
前
で
必
要
な
支
援
を
お
こ

な
う
「
第
二
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
の
役
割
を
担
う
も
の
と

し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
（
以
下
、
自
立
支
援
法
）
の

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
と
不
正
受
給
対
策
の

強
化
、
親
族
扶
養
と
就
労
指
導
の
強
化
な
ど
、
生
活
保
護
改
悪

と
セ
ッ
ト
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
自
立
支
援
法
第
二
条
で
は
、
対
象
を
「『
生
活

困
窮
者
』
と
は
、
現
に
経
済
的
に
困
窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
」（
注
）

と
し
、
生
活
保
護
利
用
者
を
排
除
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

雇
用
の
確
保
に
よ
り
生
活
困
窮
か
ら
抜
け
出
す
と
い
う
理
念
の

も
と
、
就
労
自
立
に
支
援
が
特
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
集
で
何
を
検
証
す
る
の
か

報
告
の
な
か
で
は
、
支
援
の
対
象
が
せ
ま
く
絞
り
込
ま
れ
た

結
果
、
制
度
実
施
後
は
生
活
保
護
受
給
者
か
ら
の
相
談
や
支
援

が
あ
っ
て
も
受
け
皿
と
な
れ
な
い
こ
と
、
一
時
生
活
支
援
事
業

実
施
さ
れ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
は

現
実
に
生
活
困
難
を
解
決
す
る
の
か

　
─
─
現
場
実
践
か
ら
課
題
を
検
証
す
る

特 集
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利
用
者
が
生
活
保
護
を
受
給
し
て
退
所
し
た
あ
と
は
、
継
続
し

て
支
援
で
き
な
い
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自

立
支
援
法
に
も
と
づ
く
事
業
は
、
自
立
相
談
支
援
事
業
、
住
宅

確
保
給
付
金
の
支
給
の
み
が
必
須
事
業
で
す
。
そ
の
他
の
多
く

は
任
意
事
業
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
国
の
補
助
率
が
低
い
こ
と
と

相
ま
っ
て
、
事
業
実
施
率
が
低
く
抑
え
ら
れ
、
自
治
体
間
格
差

が
出
て
き
て
い
る
実
態
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

法
案
審
議
の
さ
い
に
関
係
者
が
危
惧
し
た
よ
う
に
、
要
保
護

者
の
生
活
保
護
申
請
を
抑
制
し
、利
用
を
遠
ざ
け
る
「
防
波
堤
」

の
役
割
を
自
立
支
援
事
業
が
担
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、

自
治
体
間
の
格
差
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
相
談
体
制
が

不
十
分
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
点
が
、
制
度
が
は

じ
ま
り
事
業
が
展
開
し
て
い
く
な
か
で
現
実
の
課
題
と
し
て
出

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
自
立
支
援
法
が
本

格
実
施
さ
れ
て
、
現
場
に
お
い
て
、
当
初
の
理
念
と
し
て
掲
げ

た
、
生
活
困
窮
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の
寄
り
添
い
型
支
援
・
伴
走

型
支
援
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
、
現
場
か
ら
の
実
践
報
告
を

通
し
て
、
制
度
的
、
実
践
的
な
課
題
を
総
合
的
に
明
ら
か
に
し
、

改
善
の
方
向
を
探
り
ま
す
。�

（
西
村　

憲
次
）

（
注
）要

保
護
者
以
外
の
生
活
困
窮
者
（
モ
デ
ル
事
業
に
お
い
て
は
、
生
活
保

護
受
給
者
も
含
め
た
）。
た
だ
し
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
生
活
保
護
受
給
家
庭
の
子
ど
も
は
将
来
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
新
法
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

◆�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
動
き
出
し
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」

の
テ
ー
マ
と
報
告
者

　
「
動
き
出
し
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」

　
　
加
美
　
嘉
史
さ
ん

　
　（
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
准
教
授
・
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
理
事
）

　

�「
大
阪
市
東
淀
川
区
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

�

～
包
括
的
な
伴
走
型
支
援
の
展
開
」　

　
　
谷
口
　
伊
三
美
さ
ん

　
　�（
大
阪
市
東
淀
川
区
生
活
保
護
担
当
）

　
「
一
時
生
活
支
援
事
業
の
現
状
と
仮
題
」　

　
　
長
谷
川
　
幹
さ
ん

　
　�（
公
益
社
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
協
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
相

談
員
）

　

�「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
期
待
す
る
こ
と

�
～
子
ど
も
と
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
貧
困
の
実
態
か
ら
」

　
　
徳
丸
　
ゆ
き
子
さ
ん

　
　（
大
阪
子
ど
も
の
貧
困
ア
ク
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
代
表
）


